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第
二
次
大
戦
後
の
わ
が
国
で
は
、
固
定
資
産
の
再
評
価
が
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
0
年
）
以
来
四
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
来
て
い
る
が
、
再
評
価
問
題
が
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
を
媒
介
と
し
て
企
業
会
計
の
領
域
に
登
は
し
資
料
一
紹
介
が
き
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
場
し
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
、
ツ
、
ソ
ヴ
ィ
ニ
ト
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ク
リ
ア
等
の
諸
国
を
嘴
矢
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
再
評
価
を
実
施
し
た
の
は
、
独
り
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ク
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
旧
中
国
、
西
ド
イ
ッ
等
の
諸
国
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
再
評
価
を
実
施
し
た
右
の
各
国
の
趨
勢
を
概
観
し
て
、
わ
が
国
の
再
評
価
問
類
が
お
か
れ
て
い
た
国
際
的
な
潮
流
の
認
識
に
姿
し
た
い
と
思
う
。
第
一
次
大
戦
後
の
各
国
の
再
孵
価
事
情
は
、
ー
周
知
の
よ
う
に
、
太
田
、
岩
田
、
片
野
の
諸
教
授
の
著
作
に
よ
っ
て
既
に
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
七
体
系
的
に
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
②
 
そ
れ
は
、
若
千
の
個
別
的
な
紹
介
に
と
ゞ
ま
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
小
稲
は
、
イ
ギ
リ
ス
な
ら
び
に
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
本
問
題
に
つ
い
て
の
二
、
③
 
三
の
論
稿
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
個
別
的
な
紹
介
を
補
完
し
、
そ
の
体
系
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
再
評
価
実
施
諸
国
に
お
け
る
原
資
料
へ
の
遡
及
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
り
、
こ
の
点
は
他
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
各
国
の
再
評
価
を
概
観
し
て
感
ず
る
主
要
な
問
賭
は
、
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。
山
第
一
次
大
戦
後
は
、
新
し
く
社
会
主
義
国
と
な
っ
た
ソ
ヴ
ィ
ニ
ト
に
お
い
て
も
再
評
価
が
実
施
さ
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
は
、
ソ
ヴ
ィ
ニ
ト
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
社
会
主
義
二
国
は
再
評
価
を
せ
ず
に
遥
貨
処
理
で
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
仮
に
社
会
主
義
国
で
再
評
価
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
私
有
財
産
制
度
を
前
提
と
し
た
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
酒
井
文
雄
.486 
幣
の
価
値
異
質
性
の
修
正
と
い
う
安
定
価
値
会
計
の
観
点
と
新
し
い
物
価
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
施
か
ら
な
し
く
ず
し
の
数
回
に
わ
た
る
実
施
へ
と
変
貌
し
て
い
る
点
を
、
「
再
評
価
す
る
こ
と
は
正
当
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
資
本
主
義
諸
国
の
再
評
価
と
そ
の
社
会
的
な
意
味
が
ま
っ
た
＜
相
違
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
重
要
な
点
は
、
そ
れ
よ
り
も
寧
ろ
、
曽
っ
て
の
バ
ト
ゥ
イ
レ
フ
・
シ
ト
ニ
ソ
と
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
経
済
学
部
と
の
山
間
の
対
立
し
た
見
解
に
象
徴
さ
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
再
評
価
論
釈
に
一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
て
、
前
者
の
再
評
価
反
対
論
が
優
位
を
占
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
誠
に
、
再
評
価
実
施
を
必
然
化
し
て
い
る
国
際
的
な
通
貨
危
機
と
い
う
現
実
の
な
か
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
或
る
会
社
重
役
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
が
、
演
産
を
帳
締
上
低
評
価
し
て
お
く
こ
と
も
ま
た
正
当
だ
と
は
考
え
ら
固
れ
な
い
」
と
い
う
厄
介
な
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
A
に
最
近
の
資
本
主
義
諸
国
の
頭
痛
の
種
で
あ
る
平
価
切
下
げ
問
題
と
の
一
連
の
関
係
を
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
社
会
主
義
国
が
再
評
価
の
圏
外
に
脱
出
し
た
の
に
反
し
て
、
資
本
主
義
諸
国
の
再
評
価
は
幾
つ
か
の
国
で
第
一
次
大
戦
後
の
一
回
限
り
(once-and-for-all)
の
実
②
資
本
主
義
諸
国
の
再
評
価
方
法
も
、
各
国
の
多
様
な
条
件
と
各
種
の
目
的
か
ら
、
決
し
て
同
一
で
は
あ
り
え
な
い
。
共
通
の
外
観
は
、
計
算
貨
水
準
に
照
応
し
た
減
価
償
却
費
の
回
収
と
い
う
査
本
維
持
の
観
点
と
が
競
合
し
て
い
る
こ
と
と
、
産
業
別
・
企
業
別
の
不
均
衡
な
実
施
結
果
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
再
評
価
論
議
に
お
い
て
、
若
千
の
国
で
み
ら
れ
る
再
評
価
限
度
額
計
算
の
方
式
や
再
評
価
税
の
免
除
を
そ
の
全
体
的
な
再
評
価
方
法
や
そ
れ
が
お
か
れ
て
い
る
条
件
・
目
的
か
ら
切
断
し
て
と
り
上
げ
て
い
た
の
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
全
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
同
様
の
立
場
に
立
て
ば
、
再
評
価
対
象
の
限
定
や
再
評
価
積
立
金
の
異
っ
た
処
分
や
賃
金
の
再
評
価
等
も
ま
た
、
問
題
と
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ
A
で、
基
礎
の
上
に
再
評
価
を
実
施
し
た
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
応
の
成
果
と
今
日
に
お
け
る
繁
栄
で
あ
る
Q
皮
肉
な
こ
と
に
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
貨
⑥
 
処
理
は
、
部
分
的
な
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
う
形
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
通
貨
処
理
に
最
も
接
近
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
太
田
・
岩
田
・
片
野
「
貨
幣
価
値
変
動
会
計
」
（
昭
和
ニ
ー
年
、
産
業
図
書
刊
）
、
片
野
一
郎
「
安
定
価
値
会
計
」
（
昭
和
二
四
年
、
新
紀
元
社
刊
）
。
図
主
要
文
献
＾
フ
ラ
ソ
ス
＞
日
本
経
済
社
調
査
部
「
最
近
に
於
け
る
フ
ラ
ソ
ス
の
税
制
改
正
と
資
産
負
債
の
再
評
価
」
（
税
務
会
計
、
昭
和
二
四
年
九
月
号
）
、
中
村
万
次
「
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
計
と
税
制
」
（
税
経
通
信
、
昭
和
二
七
年
九
月
号
）
、
片
野
一
郎
「
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
の
再
評
価
と
改
訂
」
（
一
橋
論
叢
、
昭
和
二
八
年
一
0
月
号
）
、
渡
辺
進
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
き
な
教
訓
と
な
る
の
は
、
通
貨
処
理
の
確
乎
た
る
七
四
IJ87 
「
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題
」
（
神
大
企
業
経
営
研
究
皿
、
昭
和
二
八
年）。
八
ベ
ル
ギ
ー
＞
シ
ャ
ウ
。
フ
勧
告
第
七
章
（
四
）
再
評
価
差
額
に
対
す
る
税
率
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
附
録
(
C
)
固
定
資
産
の
再
評
価
「
諸
外
国
に
お
け
る
経
験
」
。
八
西
ド
イ
ッ
＞
伊
藤
正
一
「
D
M貸
借
対
照
表
序
説
」
（
会
計
、
昭
和
二
七
年
三
月
号
）
”
”
「
伯
林
D
M貸
借
対
照
表
」
（
会
計
、
昭
和
二
七
年
一
0
月
号
）
”
”
「
独
逸
馬
克
貸
借
対
照
表
法
の
評
価
原
則
」
（
企
業
会
計
、
昭
和
二
八
年
ニ
月
号
）
、
”
”
「
独
逸
馬
克
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
時
価
最
高
主
義
」
（
産
業
経
理
、
昭
和
二
八
年
三
月
号
）
、
”
”
「
税
務
貸
借
対
照
表
と
し
て
の
独
逸
馬
克
開
始
貸
借
対
照
表
」
（
企
業
会
計
、
昭
和
二
八
年
五
月
号
）
、
”
”
「
D
M貸
借
対
照
表
法
に
お
け
る
財
産
物
件
を
廻
り
て
」
（
企
業
会
計
、
昭
和
二
八
年
九
月
号
）
、
山
下
勝
治
「
デ
マ
ル
ク
開
始
貸
借
対
照
表
法
に
お
け
る
評
価
」
（
会
計
、
昭
和
二
七
年
一
月
号
）
、
”
”
「
西
ド
イ
ツ
に
学
ぶ
も
の
」
（
昭
和
二
八
年
八
月
、
同
文
館
刊
、
二
五
ー
五
八
頁
）
、
杉
山
佐
一
「
西
独
に
於
け
る
資
産
再
評
価
と
新
資
本
教
授
研
究
室
訳
「
ド
イ
チ
ニ
マ
ル
ク
貸
借
対
照
表
法
」
（
大
日
本
紡
調
査
時
報
昭
和
二
九
年
五
月
号
）
。
八
旧
中
国
＞
渡
辺
進
「
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
下
の
企
業
賓
本
」
（
ニ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
昭
和
ニ
―
―
一
年
四
月
ニ
―
日
号
）
。
③
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戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
七
五
in d
e
n
 e
i
n
z
e
l
n
e
n
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
z
w
e
i
g
e
n
,
 a.a.O., 
S.355ー
364.
④
片
野
一
郎
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
企
業
会
計
制
度
」
（
昭
和
二
六
年
、
春
秋
社
刊
）
、
一
六
七
ー
八
頁
。
固
前
掲
、
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 for Inflation, 
p. 
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⑥
部
分
的
な
デ
ノ
ミ
ネ
ー
ツ
ョ
ソ
ほ
、
通
貨
の
封
鎖
や
通
貨
に
対
す
る
課
税
と
同
様
、
通
貨
の
購
売
力
を
政
策
的
に
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
収
束
さ
せ
る
手
段
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
レ
収
束
措
置
は
回
避
さ
れ
た
。
わ
が
国
の
資
本
家
階
級
は
、
一
般
に
、
イ
ソ
フ
レ
収
束
後
に
そ
の
後
始
未
と
し
て
行
わ
れ
る
通
貨
の
購
売
力
に
変
動
を
来
た
さ
な
い
建
前
の
一
般
的
な
デ
ノ
ミ
ネ
ー
ツ
ョ
ン
に
対
し
て
す
ら
、
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
関
経
連
「
デ
ノ
ミ
ネ
ー
ツ
ョ
ソ
に
関
す
る
要
望
調
査
」
、
経
済
人
、
昭
和
二
九
年
九
月
号
参
照
）
。
一
九
四
八
年
（
第
三
次
）
、
一
九
四
九
年
（
第
四
次
）
と
四
回
に
わ
た
っ
て
な
し
く
ず
し
の
再
評
価
が
行
わ
れ
、
こ
の
点
わ
が
国
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ば
あ
い
原
則
と
し
て
、
以
下
で
の
べ
る
よ
う
な
一
定
の
最
高
限
度
額
以
下
の
任
意
再
評
価
の
方
法
が
適
用
さ
れ
た
が
、
四
八
年
の
第
三
次
再
評
価
に
際
し
て
は
、
凡
て
の
第
一
次
、
第
二
次
再
評
価
実
施
贅
産
に
対
す
る
新
し
い
再
評
価
倍
数
に
基
づ
く
簿
価
修
正
（
評
価
次）、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
一
九
五
四
年
（
第
一
次
）
、
囚
概
観
ヽ
フ
ラ
ン
ス
一
九
一
九
四
六
年
（
第
488 
施
企
業
に
対
し
て
統
一
会
計
制
度
(a
s
y
s
t
e
m
 of 
u
n
i
f
o
r
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a
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,
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 sheets) 
ら
れ
た
。
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
の
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
多
く
の
事
業
家
達
が
声
高
く
再
評
価
を
要
望
し
な
が
ら
も
、
大
部
分
の
＾
缶
茉
で
は
そ
の
実
施
が
遅
か
っ
た
。
或
る
専
門
家
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
再
評
価
の
際
に
は
、
再
評
価
を
利
用
し
う
る
企
業
の
約
半
数
だ
け
が
再
評
価
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
低
調
さ
の
主
た
る
原
因
は
、
一
っ
に
は
企
業
の
税
務
当
局
に
対
す
る
根
深
い
不
②
 
信
と
、
も
う
―
つ
に
ほ
脱
税
防
止
の
た
め
に
当
時
設
定
の
機
運
に
あ
っ
た
統
一
会
計
制
度
へ
の
企
業
側
の
危
惧
と
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
再
評
価
実
施
企
業
の
え
た
利
益
が
朋
白
と
な
っ
た
か
ら
、
益
y
多
く
の
企
業
が
こ
れ
に
追
随
し
、
そ
の
大
部
分
が
限
度
額
一
杯
の
再
評
価
だ
っ
た
。
事
実
、
間
も
な
く
再
評
価
倍
数
は
物
価
騰
貴
に
遅
れ
て
不
適
当
だ
と
い
う
事
業
家
達
の
不
満
が
生
じ
、
多
く
の
事
業
家
達
は
資
産
の
特
定
グ
ル
ー
プ
毎
の
再
買
時
価
が
再
評
価
基
準
と
し
て
寧
ろ
好
ま
し
い
と
い
4
出
し
た
の
で
あ
る
。
山
一
九
四
六
年
、
特
別
の
委
員
会
を
設
け
て
（
一
九
四
六
年
に
は
会
計
基
準
審
議
会
、
一
九
四
七
年
に
は
上
級
会
計
協
議
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
）
研
究
が
進
め
の
採
用
が
義
務
づ
け
替
）
と
い
う
一
個
の
強
制
要
素
が
加
味
さ
れ
、
同
時
に
凡
て
の
再
評
価
実
に
基
づ
く
簿
価
引
上
げ
の
み
が
公
認
さ
れ
、
特
定
資
産
の
個
別
評
価
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
で
は
、
原
則
と
し
て
右
の
よ
う
な
一
般
物
価
指
数
第1表 フラソスの卸売物価指数
年次 1指 数 1 年次 1指数
1926年 695 1939 680 
27 642 
28 645 
29 627 46 4,225 
30 554 47 6,448 
31 502 48 11,162 
32 427 49 12,499 
33 398 50 13,536 
34 376 
35 338 
36 410 
37 580 
3& 652 
（備考） 基準年次1913=100,前掲
Accounting for Inflation, p, 111, 
九
ま
で
上
っ
て
い
る
。
卸
売
物
価
指
数
は
九
八
も、
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
そ
の
端
緒
を
既
に
第
二
次
大
戦
以
前
に
も
っ
て
い
る
。
こ
4
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
イ
(B) 
平
均
し
て
そ
の
所
得
の
八
0
％
だ
け
が
甲
告
さ
れ
て
い
ら
れ
、
一
九
四
八
年
に
は
公
益
事
業
と
再
評
価
実
施
企
業
と
に
対
し
て
強
制
的
に
導
入
さ
れ
た
。
図
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
た
と
い
わ
れ
る
。
物
価
騰
貴
と
再
評
価
倍
数
フ
ラ
ソ
ス
の
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
の
程
度
は
、
第
1
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
だ
け
を
と
り
上
げ
て
み
て
一
九
三
八
年
を
基
準
(
1
0
0
)
と
す
る
と
き
、
一
九
四
七
年
の
(seperate a
s
s
e
s
s
m
e
n
t
)
は
除
外
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
こ
の
二
つ
七
六
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第2表
取年褥次 119;法年19虹法年1194逹91取年次得 119:法年119:法年119:法年
1嗜と914それ年 1932 7 14 25.2 30 60 108 33 7.7 15.4 27.7 
34 8 16 28.8 
21 42 75.6 35 ， 18 32,4 
16 16 32 57.6 36 7.5 15 27 
17 11 22 89.6 37 5.3 10.6 19.1 
18 ， 18 32.4 38 4.7 9.4 16.9 
19 8.7 17.4 31.3 39 4.5 ， 16.2 
20 6 12 21.6 40 3.6 7.2 13 
21 ， 18 32.4 41 3.3 6.6 11.9 
22 9.7 19.4 34.9 42 3 6 10.8 
23 7.5 15 27 43 2.2 4.4 7.9 
24 6.4 12.8 23 “ 2 4 
7.2 
25 5.7 11.4 20.5 45 1 2 3.6 
26 4.4 8.8 15.8 46 1.3 2.3 
27 4.8 9.6 17.3 47 1 1.8 
28 4.8 9.6 17.3 48 1 
29 4.9 9.8 17.6 
I 30 5.5 11 19.8 31 6 12 21.6 
（備考） 煎掲 A£countlngfor Inflation, p.114. 
襲
さ
れ
た
。
い
フラソスの再評価倍数
一
次
再
評
価
の
際
の
倍
数
が
踏
企
業
と
は
長
期
の
論
争
を
繰
返
す
破
目
と
な
っ
た
。
そ
の
上
当
初
の
考
え
で
は
再
評
価
が
毎
年
繰
返
し
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
も
の
で
な
か
つ
た
に
も
か
4
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
毎
年
再
評
価
が
繰
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
一
般
物
価
指
数
に
基
づ
く
一
定
倍
数
に
よ
る
再
評
価
の
方
が
、
よ
り
迅
速
な
し
か
も
よ
り
手
間
の
か
4
ら
な
い
再
評
価
方
法
だ
と
い
う
の
で
、
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
で
特
定
の
再
評
価
倍
数
が
公
示
さ
れ
た
の
ほ
、年
、
一
九
四
八
年
、
一
九
四
九
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
年
の
第
1
一
次
再
評
価
で
は
、
九
四
五
年
の
第
年
の
三
回
で
あ
る
。
九
四
六
一
九
四
五
か
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
理
論
的
に
は
と
も
角
、
実
際
問
題
と
し
て
の
再
評
価
基
準
の
う
ち
ど
ち
ら
に
組
す
る
か
と
い
う
点
で
、
税
務
当
局
と
七
七
（
一
九
三
八
年
以
降
に
購
入
さ
れ
た
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
特
別
償
を
も
と
め
、
こ
れ
に
減
価
償
却
喪
と
同
類
と
み
な
さ
れ
て
き
た
諸
準
備
金
ぞ
れ
そ
の
償
却
年
次
に
対
応
し
た
再
評
価
倍
数
を
乗
じ
て
こ
の
累
計
額
B
②
税
務
上
損
金
と
し
て
認
容
さ
れ
て
き
た
年
々
の
減
価
償
却
費
に
そ
れ
ま
、
こ
れ
ら
の
再
評
価
倍
数
を
示
せ
ば
、
第
2
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
は
、
フ
ラ
ソ
ス
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
は
決
し
て
単
調
な
―
つ
の
上
昇
カ
ー
ヴ
を
描
い
て
い
る
の
で
な
く
、
そ
の
間
に
幾
つ
か
の
波
動
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
価
格
変
動
の
特
質
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
、
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
特
異
な
再
評
価
方
式
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
再
評
価
で
採
用
さ
れ
た
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
再
評
価
最
高
限
度
額
計
算
の
方
式
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
山
減
価
償
却
贅
産
の
取
得
価
格
に
そ
の
取
得
年
次
に
対
応
し
た
再
評
価
倍
数
を
乗
じ
て
、
そ
の
積
数
A
を
も
と
め
る
。
却
誰
備
金
、
以
前
に
無
税
だ
っ
た
固
定
資
産
売
却
益
、
減
価
償
却
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
超
過
利
得
税
の
払
戻
し
分
等
）
累
計
額
C
を
加
算
し
て
、
こ
の
総
計
D
を
も
と
め
る
。
c
減
価
償
却
資
産
の
再
評
価
方
式
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(D) 第3表 慣却浚産の再評価限度額計算
1942年の取得原価
l,OOO,OOOXl0.8=10,800,000 
減価償却費ならびに同類の諸準備金
1942年の据附費 50,000Xl0.8=540,000 
毎年の減価俄却費
1943年・.....100,ooox1.9=790,ooo 
000 
46年・・....100,ooox2.a=2ao,ooo 
47年……100,000Xl.8=180,000
48年……100,000Xl.0=100,000
その他の同種諸準備金 168,000 
（原初原価）
3,088,000 
(-) 3,088,000 
再評価額................................................7, 712,000 
1948年の簿価 (-) 400,000 
再評価剰余金・・・・・・・・・・・・…….........．．．．．．.........7,312,000
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
（備考） 1949年法の再評価倍数による。前掲 Accounting
for Inflation, p. 115. 
③
右
の
A
か
ら
D
を
控
除
し
て
、
こ
の
差
額
た
る
未
償
却
残
高
修
正
額
E
を
も
と
め
、
こ
れ
を
当
該
減
価
償
却
資
産
の
再
評
限
度
額
と
す
る
。
い
ま
、
年
々
一
0
万
フ
ラ
ン
の
減
価
償
却
を
し
て
き
た
減
価
償
却
資
産
を
一
九
四
一
九
四
二
年
に
一
0
0万
フ
ラ
ソ
で
取
得
し
、
翌
四
三
年
以
降
九
年
初
頭
に
再
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
時
ま
で
の
減
価
償
却
費
な
こ
の
倣
却
資
産
の
再
評
価
限
度
額
、
再
評
価
剰
余
金
額
は
、
第
3
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
若
干
の
例
外
的
な
再
評
価
対
象
と
そ
の
基
準
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
で
は
、
そ
の
再
評
価
時
期
に
し
た
が
っ
て
再
評
価
対
象
に
若
干
の
相
遮
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
四
次
に
わ
た
る
再
評
価
で
は
、
固
定
資
産
が
つ
ね
に
そ
の
中
心
的
な
対
象
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
第
一
次
再
評
価
と
第
三
次
再
評
価
の
際
に
は
外
国
通
貨
で
表
示
さ
れ
た
債
陣
、
債
務
が
そ
の
対
象
に
包
含
さ
れ
、
第
三
次
再
評
価
で
は
更
に
棚
ー
卸
賢
廊
が
こ
れ
に
附
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ば
あ
い
、
前
者
の
再
評
価
基
準
は
公
式
の
為
替
レ
ー
ト
、
後
者
の
そ
れ
は
固
定
資
産
と
同
一
の
卸
売
物
価
指
数
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
方
式
は
、
以
上
の
考
察
か
ら
も
朋
ら
か
な
よ
う
に
貨
幣
価
値
修
正
(
r
e
v
a
l
o
r
i
z
a
t
i
o
n
)
を
そ
の
原
則
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
唯
一
の
例
外
は
有
価
証
券
に
関
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
価
証
券
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
固
定
姿
産
と
全
く
同
じ
方
式
が
と
ら
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
と
同
時
に
有
価
証
券
の
再
評
価
日
に
先
立
つ
一
定
期
間
の
平
均
市
場
価
格
が
並
用
さ
れ
、
低
価
主
義
の
立
場
か
ら
ど
ち
ら
か
低
い
価
額
の
方
を
そ
の
最
高
限
度
額
と
し
て
い
る
。
山
棚
卸
資
産
再
取
得
の
た
め
の
免
税
準
備
金
は
一
九
四
一
年
に
認
め
ら
れ
、
こ
の
ば
あ
い
卸
売
物
価
指
数
に
基
づ
く
法
定
倍
数
で
計
算
さ
れ
た
金
額
が
そ
の
最
高
限
度
額
と
さ
れ
た
。
こ
の
法
令
は
、
一
九
四
五
年
に
一
旦
廃
止
さ
れ
た
が
、
一
九
四
八
年
に
は
再
び
右
の
準
備
金
の
半
額
に
課
税
と
い
う
形
態
で
再
現
し
た
。
一
九
四
九
年
に
は
、
更
に
も
う
―
つ
の
価
格
変
動
準
備
金
に
関
す
る
法
令
が
で
た
。
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③
再
評
価
剰
余
金
と
再
評
価
税
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
で
は
再
評
価
剰
余
金
の
計
上
そ
の
も
の
は
原
則
と
し
て
無
税
と
さ
れ
た
が
（
借
入
金
で
調
達
さ
れ
た
査
産
の
ば
あ
い
、
債
権
者
に
対
す
る
均
衡
上
五
形
の
再
評
価
税
が
課
徴
さ
れ
た
）
、
そ
の
資
本
組
入
の
際
に
六
％
の
再
評
価
税
が
課
徴
さ
れ
た
。
な
お
、
再
評
価
剰
余
金
は
こ
れ
を
欠
損
填
補
に
充
当
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
、
こ
の
ば
あ
い
次
年
度
に
お
け
る
六
形
の
再
評
価
税
の
支
払
い
が
条
件
と
さ
れ
た
。
（
第
二
次
）
、
一
九
四
八
年
二
月
（
第
一
1
一
次
）
、
一
九
五
一
年
一
月
（
第
四
次
）
と
四
回
に
わ
た
っ
て
強
制
的
な
再
評
価
が
行
わ
れ
、
こ
れ
は
、
イ
ク
リ
ア
の
企
業
に
よ
っ
て
様
M
な
受
取
り
方
で
迎
え
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
熱
狂
的
に
こ
れ
を
歓
迎
す
る
一
部
の
企
業
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
一
部
の
�
イ
ク
リ
ア
の
企
業
に
よ
っ
て
様
M
な
受
取
り
方
で
迎
え
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
熱
狂
的
に
こ
れ
を
歓
迎
す
る
一
部
の
企
業
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
一
部
の
企
業
は
積
極
的
に
こ
れ
に
反
対
さ
へ
も
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
事
態
は
、
イ
ク
リ
ア
に
お
け
る
右
の
強
制
再
評
価
が
当
初
は
主
と
し
て
脱
税
防
止
の
一
手
段
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
根
本
的
に
は
イ
タ
リ
ア
の
戦
後
の
税
制
に
み
ら
れ
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
梢
（
酒
井
）
イ
ク
リ
ア
で
は
一
九
四
六
年
五
月
（
第
一
次
）
、
一
九
四
六
年
十
二
月
囚
概
親
二、
イ
タ
リ
ア
七
九
損
失
の
補
償
方
式
に
関
遮
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ク
リ
ア
の
株
式
会
理
由
は
、
も
う
―
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ク
リ
ア
の
企
業
に
お
け
る
戦
時
る
と
こ
ろ
の
も
の
以
上
の
も
の
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
脱
税
を
し
再
評
価
に
基
づ
く
よ
り
大
き
な
減
価
償
却
引
当
金
と
の
関
係
で
与
え
ら
れ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
巧
妙
に
脱
税
を
し
て
来
た
企
業
は
、
補
償
の
便
宜
的
方
式
と
い
う
も
の
に
、
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
イ
ク
リ
ア
で
は
、
納
税
者
と
税
務
当
局
と
の
あ
い
だ
の
相
互
不
信
の
渦
巻
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
脱
税
は
ど
こ
か
一
種
の
国
民
的
な
ス
ポ
l
 
ー
ツ
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
門
年
M
企
業
は
、
そ
の
帳
簿
記
録
を
基
準
に
課
税
さ
れ
る
の
で
な
く
、
税
務
当
局
に
よ
っ
て
そ
の
帳
簿
記
録
が
匿
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
基
準
に
課
税
さ
れ
た
。
し
か
も
、
資
本
、
所
得
の
双
方
に
課
税
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
両
者
が
企
業
の
帳
簿
上
過
少
評
価
さ
れ
、
特
に
資
本
財
の
帳
簿
記
録
が
年
度
末
に
殆
ん
ど
形
が
無
く
な
る
ま
で
に
縮
少
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
再
評
価
は
イ
ク
リ
ア
の
一
部
の
企
業
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
―
つ
の
魅
力
あ
る
命
題
て
来
な
か
っ
た
企
業
は
、
再
評
価
の
中
に
は
不
当
な
高
率
課
税
と
か
新
し
い
財
産
税
の
随
伴
と
い
う
―
つ
の
策
略
が
な
い
か
と
疑
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ク
リ
ア
の
一
部
の
企
業
が
強
制
再
評
価
を
そ
れ
程
歓
迎
し
な
か
っ
た
た
諸
種
の
混
乱
、
更
に
は
戦
後
イ
ク
リ
ア
の
企
業
が
採
用
し
た
戦
時
損
失
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再
評
価
も
、
結
局
姿
本
の
反
撃
の
前
に
企
業
資
本
の
蓄
積
要
具
に
転
化
し
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
社
の
戦
時
損
失
は
そ
の
資
本
総
額
の
六
0
ー
七
0
％
を
こ
え
る
厖
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
大
部
分
が
強
制
再
評
価
以
前
に
減
価
し
た
リ
ラ
で
会
社
の
帳
簿
に
表
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
イ
ク
リ
ア
の
多
く
の
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
再
評
価
に
よ
る
資
本
蓄
積
の
体
制
は
事
実
上
こ
の
時
に
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
企
業
か
ら
低
評
価
を
行
う
道
徳
的
な
口
実
を
取
除
い
て
巧
妙
な
脱
税
の
行
わ
れ
る
範
囲
羞
く
す
る
よ
う
な
強
制
再
評
価
が
、
無
用
な
ば
か
り
か
寧
ろ
障
碍
で
さ
え
あ
る
こ
と
は
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
脱
税
防
止
の
一
手
段
と
し
て
出
発
し
た
と
い
わ
れ
る
イ
ク
リ
ア
の
強
制
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
山
ィ
ク
リ
ア
の
納
税
者
は
、
そ
の
真
実
の
所
得
の
二
0
彩
し
か
申
告
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
⑱
物
価
騰
貴
と
再
評
価
倍
数
イ
ク
リ
ア
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
程
度
は
、
第
4
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ク
リ
ア
の
強
制
再
評
価
で
採
用
さ
れ
た
評
価
基
準
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
原
則
と
し
て
こ
の
よ
う
な
物
価
指
数
に
基
づ
く
一
定
の
再
評
価
倍
数
で
あ
り
、
こ
れ
は
毎
回
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
再
評
価
で
は
単
一
の
再
評
価
倍
数
5
.
1
9
3
6
を
使
用
し
た
が
、
第
二
次
、
第
一
一
一
次
再
評
価
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
5
表
、
第
6
表
の
よ
う
な
倍
数
を
使
用
し
て
い
第 5表 第二次再評価の倍数
I 
第4表 イタリアの物価指数
取得年次 倍 数
1938年とそれ以前
39年
40年
41-42年
43年
44年ゴンックライン
嗜
5.00 
4.35 
3.75 
3.15 
2.50 
2.50 
1.25 
I 
（備考） 前掲Accountingfor! nllation, 
p.120, 
＼年次数1卸売物価 1翡属悶
9 以45“690年E立1962項月月且 2 , 6冗
3,677 
5,329 5,066 
5,51416 2 
6,296 
5,851 
5,696 5,712 
5,215 5,373 
4,745 5,165 
4,671 4,695 
| 5,423 6,285 
I 
（備考） 基準年次1938年＝100。前掲
Accounting for Inflation, p.123. 
な
る
）
を
使
用
し
た
筈
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
こ
・
~
ー
の
詳
細
は
知
り
え
な
い
可
の
で
は
、
ほ
ぽ
二
倍
強
に
（
一
九
四
七
年
以
前
の
も
更
に
引
上
げ
ら
れ
た
倍
数
る
。
第
四
次
再
評
価
で
は
八
〇
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田
再
評
価
倍
数
引
上
げ
の
議
案
が
、
一
九
五
一
年
の
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
⑲
再
評
価
対
象
と
再
評
価
方
式
再
評
価
対
象
は
、
第
一
次
再
評
価
で
は
一
九
二
六
年
以
前
に
取
得
さ
れ
た
設
備
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
再
評
価
以
降
は
一
九
二
六
年
以
後
に
取
得
さ
れ
た
資
産
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
第
二
次
再
評
価
以
降
に
再
評
価
場
合
に
お
け
る
産
業
株
(
i
n
d
u
s
t
r
i
a
l
s
h
a
r
e
s
)
等
の
有
形
固
定
資
産
で
あ
る
。
第
四
次
再
評
価
の
際
だ
け
に
、
継
続
的
に
低
評
価
の
ま
4
で
所
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
有
し
て
い
た
棚
卸
資
産
も
、
再
評
価
対
象
と
さ
れ
た
。
法
が
規
定
し
て
い
る
資
産
は
、
建
物
、
設
備
、
機
械
、
器
具
お
よ
び
或
る
第6表第二次再評価の倍数
取得年 次 I 倍数
1914年 111.6414
15 I 99. 9027813358 
16 I 91.6144958196 
17 I 83.289619904 
18 I 7 4. 6816213988 
19 I 67. 7847506310 
20 I 36.3582547380 
21 I 28.3411741626 
22 I 27. 3129568686 
23 I 26.5623917364 
24 I 25.1626318632 
25 I 23.0550655140 
26 I 22.223163343702 
27 (12月27日迄） 29, 5090548480 
1927.12.22-1936.10.4.I 30.42 
1936.10.5-1938.12.31. I 18.00 
39 I 15.66 
40 I 13.50 
41-42 I 11.34 
43 I 9.00 
1949年ゴンックラインの北 4.50 
南 9.00
45 I 3.60 
（備考） 前掲Accountingfor Inflation, p.121. 
八
な
お
、
わ
が
国
の
税
務
当
局
者
の
一
人
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
減
価
償
却
資
産
の
再
評
価
方
式
は
、
わ
が
国
の
ば
あ
い
と
同
様
、
償
却
累
計
額
相
当
額
の
償
却
が
当
該
減
価
償
却
資
産
の
取
得
の
時
に
一
挙
に
行
⑪
再
評
価
剰
余
金
と
再
評
価
税
イ
ク
リ
ア
の
再
評
価
で
は
、
再
評
価
剰
余
金
の
資
本
組
入
ほ
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
定
条
件
の
下
で
だ
け
ゆ
る
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
再
評
価
剰
余
金
は
既
存
の
株
式
価
値
の
引
上
げ
も
し
く
は
無
償
株
(
b
o
n
u
s
s
h
a
r
e
s
)
 
の
発
行
に
使
用
さ
れ
て
い
4
け
れ
ど
も
、
無
償
株
の
発
行
は
既
存
の
資
本
金
と
準
備
金
と
の
比
率
を
保
持
し
う
る
ば
い
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ク
リ
ア
で
は
、
第
三
次
再
評
価
の
際
に
、
再
評
価
剰
余
金
の
総
額
に
等
し
い
―
つ
の
特
別
準
備
金
の
設
定
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
れ
を
設
備
取
替
に
使
用
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
免
税
措
置
が
と
ら
れ
た
。
ば
、
イ
タ
リ
ア
で
は
資
本
組
入
の
際
に
二
096と
い
う
高
率
の
再
評
価
税
,
 
•• 
ー
を
課
徴
し
た
と
い
わ
れ
る
沢
、
こ
れ
は
右
の
一
連
の
組
入
措
置
か
ら
い
っ
て
、
演
本
組
入
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
シ
ム
ボ
ジ
ウ
ム
「
第
三
次
再
評
価
の
問
題
点
を
語
る
」
に
み
ら
れ
る
泉
美
之
松
氏
の
発
言
、
企
業
会
計
、
昭
和
二
八
年
五
月
号
、
五
六
頁
。
わ
れ
た
と
仮
定
す
る
算
定
方
法
に
立
っ
て
い
る
。
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第7表
， 
年次
ベルギーの卸売物価指数
は秤呵建設材糾請認
1936-1938 I 100 I 100 I 100 
1947 I 355 I 342 I 334 
48 I 389 I 362 I 345 
49 I 370 I 390 I 336 
50 I 388 I 410 I 348 
（備考） 前掲 Accountingfor Inflation, 
p.104. 
ベ
ル
ギ
ー
の
再
評
価
で
は
、
一九一――
な
制
限
と
専
門
的
な
評
価
と
の
合
成
物
か
ら
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第8表
れ
た
再
評
価
方
法
は
、
右
の
よ
う
な
物
価
指
数
に
基
づ
く
―
つ
の
自
動
的
る
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
で
採
用
さ
（備考） 前掲 Accountingfor 
Inflation, p.108. 
の
程
度
は
、
第
7
表
の
ご
と
く
で
あ
1951年に公示された
再評価倍数
年 次 l倍数
1918年及びそれ以前 16.33 
1919 11.49 
20 6.15 
21 6.30 
22 6.43 
23 4.37 
24 3.89 
25 4.02 
26 2.72 
1927-1934 2.35 
1935 1.86 
1936-1943 1. 70 
1944-1948 1.14 
1949 1.10 
1950 以後 1.00 
て
ベ
ル
ギ
ー
の
税
務
五
一
年
肛
斑
本
利
得
ー
•
し
税
の
免
税
に
関
連
し
一
九
産
の
取
替
を
助
け
る
と
い
う
経
済
的
目
的
の
下
に
行
わ
れ
、
第
一
一
に
戦
時
中
適
当
な
取
替
の
で
き
な
か
っ
た
産
業
を
助
け
、
取
替
の
で
き
た
産
業
を
除
外
す
る
と
い
う
倫
理
的
目
的
の
下
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
と
い
う
企
業
は
凡
て
再
評
価
を
利
用
し
た
が
、
こ
の
恩
典
か
ら
も
れ
た
一
部
の
企
業
に
は
不
満
も
み
ら
れ
た
。
⑱
物
価
騰
貴
と
再
評
価
限
度
額
ベ
ル
ギ
ー
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
て
、
そ
れ
が
破
壊
さ
れ
る
前
に
蒙
っ
た
物
理
的
減
価
と
す
で
に
収
得
さ
れ
ペ
ル
ギ
ー
で
は
、
政
府
の
投
資
一
〇
ケ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
、
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
、
産
業
用
建
物
お
よ
び
設
備
の
任
意
再
評
価
が
行
わ
れ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
任
意
再
評
価
は
、
第
一
に
産
業
用
固
定
資
囚
概
観
ベ
ル
ギ
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
一
九
九
年
八
月
一
1-+Hに
お
け
る
凡
て
の
再
評
価
資
産
の
再
購
入
価
格
総
計
の
ニ
・
五
倍
か
ら
取
得
時
よ
り
一
九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
そ
れ
ら
の
資
産
が
蒙
っ
た
物
理
的
減
価
を
控
除
し
た
金
額
が
許
容
最
高
限
度
額
と
さ
れ
、
個
々
の
再
評
価
資
産
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
評
価
は
右
の
限
度
額
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
の
再
評
価
で
は
、
戦
時
中
に
破
壊
さ
れ
た
資
産
と
す
で
に
完
全
に
償
却
済
み
の
姿
産
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
別
措
置
が
と
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
つ
い
た
か
あ
る
い
は
終
局
的
に
収
得
さ
れ
る
べ
き
凡
て
の
対
価
を
差
引
い
た
戦
争
開
始
時
に
お
け
る
新
資
産
と
し
て
の
価
額
ま
で
の
簿
価
の
引
上
げ
を
認
め
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
そ
れ
が
稼
働
中
で
あ
る
限
り
そ
の
全
面
的
な
再
評
価
を
認
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
当
局
に
よ
っ
て
公
示
さ
れ
た
再
評
価
倍
数
を
示
す
と
、
第
8
表
八
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占
領
中
建
造
さ
れ
た
資
産
で
、
ド
イ
ツ
人
に
よ
り
、
ま
た
は
ド
イ
ツ
人
の
八
山
再
評
価
資
産
の
総
価
額
は
、
再
評
価
後
最
初
に
公
示
さ
れ
る
貸
借
対
②
戦
時
中
に
購
入
さ
れ
た
産
業
用
固
定
査
産
1
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
た
事
務
用
器
具
は
再
評
価
を
許
さ
れ
た
が
）
、
無
形
査
産
等
。
再
評
価
剰
余
金
に
対
す
る
課
税
は
、
つ
ぎ
の
諸
項
を
遵
守
し
た
時
に
免
未
徹
却
残
高
全
額
の
徴
却
を
認
め
、
事
梢
に
よ
っ
て
五
年
間
の
繰
延
べ
も
こ
れ
ら
の
資
産
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
再
評
価
後
の
第
一
年
次
に
そ
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
資
本
利
得
税
算
定
の
際
に
だ
け
こ
の
よ
う
な
細
分
さ
れ
た
再
評
価
倍
数
を
使
用
し
、
し
か
も
こ
の
ば
あ
い
、
通
常
の
再
評
価
に
基
づ
く
計
数
の
方
が
大
き
い
な
ら
ば
、
そ
の
大
き
い
方
の
計
数
を
適
用
す
る
こ
と
4
し
た
の
で
あ
る
。
山
固
定
資
産
の
売
却
に
伴
う
資
本
利
得
（
キ
ャ
ビ
ク
ル
・
ゲ
イ
ン
）
へ
の
免
税
措
置
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
一
九
一
一
一
六
年
以
来
実
施
さ
れ
、
こ
れ
が
、
一
九
四
七
年
の
再
評
価
法
へ
と
拡
大
・
綜
合
さ
れ
る
或
種
の
諸
原
則
を
内
包
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
囮
再
評
価
対
象
と
減
価
償
却
方
式
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
他
の
諸
国
に
比
べ
て
、
再
評
価
対
象
を
か
な
り
限
定
一
九
四
五
年
十
二
月
―
―
-
+
-
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
日
現
在
で
な
お
使
用
中
の
戦
前
（
一
九
三
九
年
末
以
前
）
購
入
の
産
業
用
建
物
お
よ
び
設
備
の
再
評
価
が
認
め
ら
れ
た
が
、
つ
ぎ
の
も
の
は
こ
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
山
非
産
業
用
固
定
査
産
(
n
o
n
,
i
n
d
u
s
t
r
i
a
l
f
i
x
e
d
 
a
s
s
e
t
s
)
ー
例
え
ば
、
事
務
所
、
倉
庫
、
住
居
、
土
地
、
小
売
店
舗
、
住
居
用
あ
る
い
は
事
務
用
器
具
（
特
殊
な
ば
あ
い
、
H
企
業
に
附
属
し
た
甚
だ
し
く
磨
損
し
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
の
再
評
価
よ
り
生
ず
る
利
益
を
除
去
す
る
趣
旨
に
で
た
も
の
と
、
い
わ
れ
て
い
る
。
③
一
九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
単
に
一
時
的
に
遊
休
し
て
い
る
の
で
な
く
長
期
的
に
遊
休
し
て
い
る
産
業
用
固
定
姿
産
。
④
借
入
金
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
産
業
用
固
定
資
産
ー
卜
債
権
に
対
す
る
倣
務
の
割
合
を
一
九
三
九
年
の
貸
借
対
照
表
か
ら
算
出
し
、
こ
れ
を
再
評
価
の
対
象
と
な
る
資
産
に
適
用
し
て
、
除
外
部
分
を
決
定
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
新
し
い
再
評
価
額
が
そ
の
後
の
免
税
減
価
償
却
準
備
金
の
基
礎
と
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
と
し
て
も
、
戦
時
中
に
破
壊
さ
れ
た
資
産
の
ば
あ
い
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
別
措
置
が
採
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
許
容
し
た
。
⑲
再
評
価
剰
余
金
と
再
評
価
税
除
さ
れ
た
。
ぷ96
囚
概
観
四
、
西
ド
イ
ツ
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
照
表
に
個
々
の
項
目
毎
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
②
再
評
価
剰
余
金
は
、
貸
借
対
照
表
の
貸
方
側
に
特
殊
な
準
備
金
の
形
態
か
無
償
株
の
形
態
で
表
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
殊
な
準
備
金
は
、
無
償
株
と
し
て
資
本
金
に
組
入
れ
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
の
ま
4
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
再
評
価
剰
余
金
は
、
免
税
さ
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
無
償
株
以
外
の
い
か
な
る
形
で
で
も
株
主
や
従
業
員
に
分
配
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
③
新
し
い
再
評
価
額
に
基
づ
く
減
価
償
却
は
、
資
産
価
値
か
ら
の
一
個
の
控
除
と
し
て
か
、
負
債
側
に
お
け
る
一
個
の
準
備
金
と
し
て
か
、
こ
の
何
れ
か
の
方
法
で
表
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
④
諸
勘
定
の
表
示
が
、
商
法
規
定
に
合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
事
業
が
営
業
活
動
中
に
、
再
評
価
資
産
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
が
売
却
さ
れ
て
再
評
価
価
値
が
実
現
し
て
も
、
全
く
課
税
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
事
業
が
営
業
活
動
を
中
止
し
て
解
散
す
る
な
ら
ば
、
再
評
価
剰
余
金
は
そ
れ
が
株
式
資
本
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
よ
う
と
あ
る
い
は
―
つ
の
特
別
の
準
備
金
と
し
て
残
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
に
対
し
て
課
税
さ
れ
た
。
④
戦
争
に
よ
る
巨
額
の
損
失
の
繰
延
処
理
と
配
当
制
限
（
六
％
の
配
当
③
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
建
の
新
資
本
金
を
決
定
す
る
こ
と
。
そ
の
他
の
財
産
は
再
買
時
②
貨
幣
的
財
産
（
現
金
、
預
金
、
債
権
）
と
貨
幣
的
債
務
は
十
分
の
(
G
e
s
e
t
z
 
始
貸
借
対
照
表
並
び
に
資
本
金
の
新
決
定
に
関
す
る
法
律
」
U
b
e
r
 
die 
E
r
o
f
f
n
u
n
g
s
b
i
l
a
n
z
 
i
n
 
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 
M
a
r
k
 u
n
d
 
K
a
p
i
 t
a
l
n
e
u
f
e
s
t
s
e
t
z
u
n
g
1
1
D
M
-
B
i
l
a
n
z
g
e
s
e
t
z
)
が
公
布
さ
れ
て
．
 ー
企
業
の
賓
産
・
負
債
の
強
制
再
評
価
が
実
施
さ
れ
た
。
西
ド
イ
ツ
の
強
制
再
評
価
は
、
以
下
で
の
ぺ
る
よ
う
に
、
通
貨
処
理
の
甚
礎
の
上
に
弾
力
的
な
企
業
の
再
建
整
備
を
は
か
り
、
し
か
も
こ
れ
に
伴
う
社
会
的
負
担
の
調
整
を
勘
案
し
て
い
る
点
で
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
。
因
み
に
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
右
の
法
律
の
主
た
る
目
的
と
す
る
と
こ
会
社
の
資
本
金
の
状
態
は
第
9
_
1
0
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
山
企
業
会
計
に
お
け
る
計
算
単
位
を
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
建
か
ら
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
建
に
改
訂
す
る
こ
と
。
に
切
下
げ
（
下
記
貨
幣
改
革
法
に
基
づ
く
）
、
価
を
限
度
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
。
制
限
は
戦
時
以
来
五
二
年
十
月
ま
で
、
他
の
法
令
で
強
制
さ
れ
た
）
と
に
ろ
は
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
株
式
西
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
四
九
年
八
月
二
十
日
に
「
ド
イ
ツ
•
マ
ル
ク
開
八
四
497 
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
第9表 西ドイツにおける資本金改訂状況
｀＼＼＼●|社 数 1ラィヒス・マルク建 I ドイツ・マルク建
変らぬ I
I百万フィヒス・マルク1百万ドイツ・マルク
1,216 5,981 5,981 
低くなった 731 I 7,923 | 3,706 
高くなった 1 361 I 968 I 
1,421 
計
I 
2,308 I 14,872 
I 
11,108 
（備考） 山下勝治「西ドイツに学ぶもの」 p.56より作成。原資料は，
前掲 Zeitschriftfiir Betriebswirtschaft, 1952, S. 286. 
よ
っ
て
、
企
業
財
政
の
健
全
化
を
は
か
る
こ
と
。
固
企
業
の
実
体
資
本
を
維
持
し
、
企
業
の
資
本
金
を
で
き
る
だ
け
高
い
水
準
に
決
定
し
て
、
盗
本
菩
積
の
体
制
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
会
計
方
策
(
B
i
l
a
n
z
p
o
l
i
t
i
k
)
金
(stiller
R
e
s
e
r
v
e
n
)
の
設
定
を
規
整
す
る
こ
と
。
で
あ
っ
た
秘
密
積
立
八
五
田西ドイツにおける強制再評価への気運は、幣改革後現れた
「租税改正法」（Steurfomgestz)や銀行条令
(Bankevrodung)-何れも一九四八年六月施行ー等の
一連の経過規定中に既うかゞわれた。ま西ドイツ営
監査士協会(Instiuder Wchafp)等はつとに
一九四八年二月頃から企業の統的な強制再評価を要請し、こ
具体的な処理方法をめぐって経済界と国庫のあいだに激し論
業 種 i 変らぬ 1低くなった1高くなったド社含社数に1増つき減
7社 4社 14社 I25社 減
81 51 13 145 ” 68 25 27 120 II 
96 17 47 160 悶34 ， 7 50 
34 16 13 63 ” 4 4 1 ， ” 14 7 12 33 増
14 3 3 20 ” 70 23 22 115 減
7 3 4 14 ” 7 3 3 13 ” 10 5 3 18 ” 20 ， 6 35 ” 6 4 4 14 ” 14 ， 8 31 ” 14 5 2 21 II 
5 5 2 12 ” 26 8 ， 43 ／ 
101 17 65 183 悶186 142 37 365 
66 12 8 86 II 
21 7 5 33 ” 36 25 13 74 II 
10 8 1 19 ” 105 88 18 211 ” 58 ， 132 ” 59 88 II 
626 356 2132 II 
第
10
表
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
業
種
別
・
増
減
別
盗
本
金
改
訂
状
況-．
り
の
-63
よ
額
3
が
総
布
金
-6 
35
分
本
d
数
資
社
る，け
2
 
5
 ，
 
1
て
お
凡
れ
に
a
さ
門
ch
分
部
rts細各
•
W
l
に
た
hs
更
れ
.g
が
さ
種
分
。
Be
業
細
る
r
各
の
あ
そ
で
"
U
 
f
 
ift
氏
°
様
h
r
で
る
同
SC
料
い
．
eit
資
て
も
z
原
え
て
掲
°
加
い
前
成
を
つ
作
さ
に
）
り
雑
減
よ
複
増
考償
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そ
し
て
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
第12表 通貨改革直前の
閻価格倍数
一九四八年六月に占領軍の命令
¥」 1938=1
倍
卵 50~ 83 
ドイツ印バター 94-163 
牛 肉 80-130 
豚の臓物 71~ 95 
マーガリン 122-360 
砂 糖 78-208 
小変バン 19~ 23 
ドイツ産小変紛 70-93 
アメリカ製煙草 125-163 
コ ヒ 95-189 
（備考） 同右 p.163. より。
更
に
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
九
三
九
年
の
通
貨
流
通
批
一
0
0億
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
を
一
応
の
自
安
貨
は
一
九
二
億
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
亦
情
（
酒
井
）
争
が
繰
返
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
D
M
,
B
i
l
a
n
z
g
e
s
e
t
z
の
立
法
工
作
は
、
一
九
四
八
年
一
0
月
か
ら
連
合
経
済
地
域
の
財
務
管
理
部
（
こ
A
に
特
設
さ
れ
た
専
問
委
員
会
）
と
法
務
部
に
よ
っ
て
具
体
的
に
進
め
ら
れ
た
。
⑱
イ
ン
フ
レ
収
束
措
置
と
社
会
的
負
担
の
調
整
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
の
程
度
は
、
第
1
ー
12
表
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
（
「
貨
幣
改
革
法
」
G
e
s
e
t
z
z
u
r
 N
e
u
o
r
d
n
u
n
g
 d
e
s
 G
e
l
d
w
e
s
e
n
s
)
 
で
、
こ
の
よ
う
な
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
収
束
し
て
通
貨
の
購
買
力
を
削
減
し
、
併
せ
て
社
会
的
負
担
を
調
紫
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
部
分
的
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
が
行
わ
れ
た
。
山
現
金
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
額
面
を
十
分
の
一
に
切
下
げ
る
。
図
一
般
民
問
の
預
貯
金
、
債
権
、
債
務
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
額
面
を
十
分
の
一
に
切
下
げ
る
。
③
国
債
は
無
効
と
さ
れ
る
が
、
銀
行
所
有
の
分
に
限
っ
て
そ
の
新
債
務
に
見
合
う
限
度
で
新
州
債
が
交
付
さ
れ
る
。
山
物
価
、
賃
金
、
社
会
保
険
は
、
切
下
げ
ら
れ
な
い
。
固
租
税
は
、
多
少
軽
減
さ
れ
る
。
固
通
貨
単
位
の
名
称
を
、
従
来
の
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
か
ら
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
ス
・
れ
、
こ
れ
に
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
六
六
億
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
を
加
え
て
、
新
通
と
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
一
九
五
二
年
八
月
に
「
負
担
調
整
法
」
マ
ル
ク
の
通
貨
が
一
二
六
億
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
交
換
さ
マ
ル
ク
に
変
更
す
る
（
こ
の
結
果
、
銀
行
預
金
を
含
め
て
一
、
一
＿
一
五
0
億
第11表
通貨改革直前の
公定価格指数
----I 1938=100 
食料綜合 123 
ラ イ 変 101 
小 麦 101 
馬鈴惑 148 
生 牛 119 , 
ター 169 
工業原料綜合 172 
石 炭 164 
棒 鋼 193 
銅 261 
木（アメリカ産綿） 
359 
牛 皮 100 
パルプ 181 
（国内産）
（備考） ミュンヘツ経済研究所
「西独経済の再建過程」吉野
訳 p.164.より。
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(
L
a
s
t
e
n
a
 us
g
l
e
i
c
h
s
g
e
s
e
t
z
)
が
公
布
さ
れ
て
、
右
の
よ
う
な
通
貨
処
理
と
強
制
再
評
価
に
伴
う
社
会
的
負
担
の
再
調
整
の
意
味
で
、
財
産
所
有
者
や
特
種
な
債
務
者
の
利
得
に
対
す
る
課
税
が
行
わ
れ
た
。
c
再
評
価
対
象
と
再
評
価
限
度
額
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
強
制
再
評
価
ほ
部
分
的
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
う
通
貨
処
理
を
基
礎
と
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
再
評
価
対
象
に
は
一
切
の
資
産
、
負
債
が
包
括
さ
れ
、
再
評
価
税
も
課
徴
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
ば
あ
い
の
評
価
の
一
般
原
則
は
、
特
に
規
定
す
る
も
の
以
外
は
新
貸
借
対
照
表
作
成
の
基
準
日
す
な
わ
ち
一
九
四
八
年
六
月
二
十
一
日
の
時
価
を
最
高
限
度
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
山
土
地
・
家
屋
ー
西
ド
イ
ツ
に
あ
る
も
の
は
一
九
四
八
年
六
月
二
十
一
日
の
時
価
に
よ
り
、
東
ド
イ
ツ
ま
た
は
外
国
に
あ
る
も
の
は
備
忘
価
格
と
し
て
一
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
と
評
価
す
る
。
日
で
あ
る
一
九
四
九
年
八
月
三
十
一
日
の
再
買
時
価
が
こ
れ
よ
り
も
低
い
耐
用
年
数
と
実
際
の
使
用
年
数
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
再
評
価
の
最
高
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に
す
る
。
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
時
に
は
、
そ
の
低
い
方
の
価
格
を
評
価
基
準
と
す
る
。
ま
た
、
税
法
上
の
八
七
⑥
現
金
・
預
金
ー
ー
貨
幣
改
革
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
ラ
イ
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
十
分
の
一
に
切
下
げ
る
。
イ
ツ
・
マ
ル
ク
と
し
て
評
価
し
、
そ
の
他
の
債
権
・
債
務
は
貨
幣
改
革
法
⑤
債
権
・
債
務
ー
~
旧
ド
イ
ツ
政
府
に
対
す
る
債
権
は
備
忘
価
格
一
ド
月
三
十
一
日
の
再
買
時
価
を
そ
の
評
価
基
準
と
す
る
が
、
再
評
価
法
施
行
①
両
者
が
一
致
し
て
い
る
ば
あ
い
、
す
な
わ
ち
耐
用
年
数
を
丁
度
経
過
し
て
い
る
ば
あ
い
は
、
再
買
時
価
の
一
一
一
分
の
一
を
最
高
限
度
額
と
す
る
。
②
前
者
が
後
者
よ
り
も
長
い
ば
あ
い
、
す
な
わ
ち
残
存
耐
用
年
数
が
あ
る
ば
あ
い
は
、
①
の
金
額
と
残
り
の
三
分
の
二
の
金
額
に
残
存
耐
用
年
数
の
割
合
を
乗
じ
た
金
額
と
を
合
計
し
た
額
を
最
高
限
度
額
と
す
る
。
③
前
者
が
後
者
よ
り
も
短
い
ば
あ
い
、
す
な
わ
ち
既
に
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
な
お
使
用
中
の
ば
あ
い
は
、
①
の
金
額
か
ら
こ
の
金
額
に
経
過
年
数
の
割
合
を
乗
じ
た
金
額
を
控
除
し
た
額
を
最
高
限
度
額
と
す
る
。
③
原
材
料
・
製
品
・
半
製
品
等
ー
ー
一
九
四
八
年
八
月
三
十
一
日
の
再
生
産
価
格
ま
た
は
一
九
四
九
年
八
月
一
1-+
―
日
の
再
生
産
価
格
の
何
れ
か
低
い
方
の
価
額
。
④
有
価
証
券
ー
ー
旧
ド
イ
ツ
政
府
発
行
の
国
債
等
は
備
忘
価
格
一
ド
イ
1
1
一
分
一
と
す
る
。
②
機
械
・
船
舶
・
エ
器
具
・
備
品
等
1
原
則
と
し
て
一
九
四
八
年
八
行
の
定
め
る
相
場
表
に
よ
り
、
相
場
表
に
な
い
も
の
は
財
産
税
評
価
額
の
ツ
・
マ
ル
ク
と
し
て
評
価
し
、
そ
の
他
の
も
の
は
ド
イ
ツ
・
レ
ン
ダ
ー
銀
500 
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
所
有
高
か
ら
六
0
0ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
に
使
用
人
員
数
を
乗
じ
た
金
額
を
差
引
き
、
残
り
に
つ
い
て
一
0
0ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
毎
に
一
0
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
の
現
金
ま
た
は
預
金
と
0
•
五
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
の
封
鎖
預
金
（
特
定
目
的
だ
け
に
払
出
可
能
）
と
い
う
換
算
基
準
を
適
用
す
る
。
⑪
新
資
本
金
の
決
定
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
開
始
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
新
資
本
金
の
決
定
は
極
め
て
弾
力
的
な
も
の
で
、
こ
れ
に
は
最
終
的
な
資
本
金
の
決
定
と
暫
定
的
な
資
本
金
の
決
定
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
。
前
者
は
戦
災
財
産
、
国
外
財
産
が
少
く
て
正
常
な
方
法
で
適
切
な
資
本
金
を
直
ち
に
決
定
し
う
る
企
業
に
、
後
者
は
財
産
上
の
損
失
が
大
き
な
た
め
に
若
千
の
時
間
的
余
裕
が
与
え
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
旧
資
本
金
額
の
維
持
が
困
難
な
企
業
に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
な
査
産
と
負
債
の
再
評
価
の
結
果
、
そ
の
差
額
と
し
て
新
の
ま
4
資
本
金
と
す
る
も
の
、
②
差
額
の
一
部
を
法
定
積
立
金
と
し
て
残
り
を
資
本
金
と
す
る
も
の
、
⑧
一
定
の
条
件
の
下
に
、
差
額
の
一
部
を
法
定
積
立
金
に
、
一
部
を
任
意
積
立
金
に
し
て
、
残
り
を
資
本
金
と
す
る
も
資
本
金
額
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
、
①
差
額
全
部
を
そ
五、
旧
中
国
、
山
最
終
的
な
新
資
本
金
の
決
定
込
み
の
あ
る
ば
あ
い
。
旧
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
建
資
本
金
額
を
そ
の
ま
4
継
承
し
、
再
評
価
に
と
も
な
う
純
資
産
額
と
の
差
額
を
「
資
本
減
価
勘
定
」
(
K
a
p
i
t
a
l
e
n
t
w
e
r
t
u
n
g
s
k
o
n
t
o
)
や
「
資
本
損
失
勘
定
」
(Kapitalverlsutkonto)
に
計
上
し
て
調
整
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の
類
型
が
み
ら
れ
、
し
か
も
現
実
に
は
一
企
業
で
こ
れ
ら
三
つ
の
も
の
が
同
時
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
①
正
常
資
本
減
価
勘
定
の
設
定
ー
~
資
本
減
価
勘
定
の
金
額
が
新
資
本
金
の
五
0
％
以
内
で
、
し
か
も
三
年
間
に
こ
れ
を
完
全
に
償
却
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
ば
あ
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
②
暫
定
的
な
新
資
本
金
の
決
定
の
、
と
い
う
三
つ
の
類
型
が
み
ら
れ
る
。
八
八
そ
の
他
②
異
常
資
本
減
価
勘
定
の
設
定
|
ー
資
本
減
価
勘
定
の
金
額
が
新
資
本
金
の
九
〇
彩
以
内
で
、
し
か
も
六
年
間
に
こ
れ
を
完
全
に
償
却
で
き
る
見
⑧
資
本
損
失
勘
定
の
設
定
1
戦
争
損
害
に
基
づ
く
過
大
債
務
を
、
地
方
最
高
経
済
局
の
同
意
を
え
て
資
本
損
失
勘
定
に
計
上
し
、
特
別
の
法
規
に
し
た
が
っ
て
償
却
す
る
ば
あ
い
。
:JOI 
解
放
前
の
中
国
（
旧
中
国
）
で
は
、
一
九
四
七
年
に
「
エ
鉱
運
輸
事
業
固
定
資
産
再
評
価
資
本
調
整
弁
法
」
が
公
布
さ
れ
て
、
土
地
、
建
物
、
そ
の
他
の
固
定
資
産
の
任
意
再
評
価
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
国
の
企
業
に
こ
の
よ
う
な
任
意
再
評
価
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
山
物
価
騰
貴
に
基
づ
く
運
転
資
本
の
不
足
の
た
め
新
株
の
募
集
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
き
、
②
事
業
拡
大
の
た
め
新
株
の
募
集
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
き
、
③
そ
の
他
企
業
合
同
の
た
め
資
本
の
調
整
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
、
で
あ
っ
こ。t
 
中
国
の
任
意
再
評
価
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
う
な
最
高
限
度
額
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
に
つ
い
て
は
地
政
機
関
が
こ
れ
を
査
定
し
、
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
ほ
、
わ
が
国
や
イ
ク
リ
ア
と
同
様
な
卸
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
、
一
九
四
四
年
の
会
社
法
の
特
別
規
定
で
固
定
資
産
の
再
評
価
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
再
評
価
額
を
よ
り
大
き
な
免
税
減
価
償
却
費
算
定
の
基
準
と
す
る
こ
と
を
認
め
ず
再
評
価
剰
余
金
の
資
本
組
入
だ
け
を
認
め
、
演
本
組
入
も
当
時
行
わ
戦
後
各
国
に
お
け
る
再
評
価
事
情
（
酒
井
）
こ
の
五
分
の
一
相
当
額
の
有
償
増
炎
が
義
諮
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
中
国
の
再
評
価
で
は
、
再
評
価
剰
余
金
の
総
額
の
資
本
組
入
と
少
く
と
も
八
九
は
事
実
上
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ニ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
等
極
め
て
わ
ず
か
の
企
業
だ
け
が
、
再
評
価
を
利
用
し
た
。
当
時
の
大
多
数
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
企
業
は
、
緩
慢
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
下
で
加
速
償
却
と
設
備
投
資
に
専
念
し
て
、
固
定
資
産
の
再
評
価
よ
り
も
寧
ろ
固
定
資
産
の
低
評
価
と
秘
密
積
立
金
の
設
定
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
の
会
社
法
の
再
評
価
規
定
が
、
そ
ー
の
後
の
加
速
償
蛾
の
制
限
や
投
資
税
の
導
入
の
段
階
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
れ
利
用
さ
れ
て
行
っ
た
か
ほ
、
い
ま
―
つ
明
ら
れ
ら
諸
国
で
も
戦
後
に
お
け
る
本
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
は
極
め
て
強
く
、
公
私
諸
団
体
に
よ
る
研
究
成
果
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
幾
し
て
紹
介
済
み
で
あ
る
が
、
小
稿
で
は
こ
の
点
は
割
愛
す
る
。
山
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
九
二
八
年
以
来
、
機
械
・
器
具
の
減
価
償
却
は
取
得
原
価
の
範
囲
内
で
そ
の
回
収
率
を
企
業
に
委
ね
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
制
度
の
下
で
は
、
勢
い
好
景
気
に
便
乗
し
た
加
速
償
却
が
支
配
的
と
な
り
、
例
へ
ば
E
l
e
c
t
r
o
l
u
x
社
の
一
九
四
六
年
の
免
税
減
価
償
却
費
は
前
年
度
か
ら
繰
越
さ
れ
た
未
償
却
残
高
に
当
年
度
減
価
償
却
資
産
増
加
つ
か
の
も
の
は
、
既
に
わ
が
国
で
も
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
計
の
問
題
と
の
方
法
で
え
ら
れ
た
金
額
の
二
分
の
一
が
最
高
限
度
額
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
売
物
価
指
数
（
一
九
三
六
年
基
準
）
に
基
づ
く
未
償
却
残
高
修
正
額
算
定
最
後
に
、
再
評
価
を
実
施
し
な
か
っ
た
諸
国
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
か
で
な
い
。
れ
て
い
た
配
当
金
総
額
の
制
限
の
た
め
に
無
償
株
の
交
付
と
い
う
形
態
で
cog 
磐
巡
や
囲
以
名
全
内
眸
臨
垣
棒
睾
（
聰
汰
）
器
や
再
此
比
総
縣
Q
ギ
回
淡
心
屯
岱
P.:;.
＃
゜
ト
壮
ぶ
心
’
呉
照
超
葉
Q
澁
や
共
岳
.
:
;
.
鍼
雲
描
Q
米
蝠
葉
瞬
中
茶
康
蚕
磁
嘘
杓
共
心
氾
全
や
’
郵
誕
・
晦
~
o 
叫
且
0
ニ
ド
辻
中
Q
擬
感
誼
以
来
之
囚
中
Q
利
誕
茶
超
葉
杓
ぶ
P
ニ
μ
心
七
や
~t(lo延
ぷ
i
J
Q
塞
梱
廷
'1~1i:11l!I-~
嵌
み
杜
C
軍
座
杓
ぶ
社
゜
附
表
I
第
1
次
大
戦
後
の
各
国
の
再
評
価
概
要
--------1
時
期
1
対
象
1
 
基
準
1
 
再
評
価
税
1
資
本
線
入
1
 
そ
の
他
ベ
ル
ギ
-
|
1920
年
！
固
定
齋
産
．
有
価
証
券
I
 
-
1
 
な
し
I
 
-
I
 
-
1927年
1営
業
用
機
械
，
建
物
．
自
己
資
1償
却
資
産
の
再
買
時
価
の
1/2
炉
虹
恥
？
塑
琶
商
品
棚
御
商
品
ほ
1.5
倍
1
 
たし
I
 
-
I
 
-
オ
ー
ス
ト
リ
ア
I1-922
年
～
2
3
年I
-
|
 
-
|
 
-
「
-
I
 
-
1924年
［
嗜
資
産
，
設
備
資
産
，
有
価
証
、
債
務
1
 
再
買
時
価
I
 
-
|
 
-
I
 
-
金
マ
ル
ク
に
よ
る
再
買
時
価
ド
イ
ツ
I
1924年
資
産
．
負
債
l
 （農塁)•債務については一
な
し
1罷
匹
翌
認
澁
1921
年
頃
か
ら
税
務
上
時
価
償
発
行
等
の
方
法
で
処
分
1却
を
容
認
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
1925
年
1
 
固
定
資
産
［
・
金
ル
ー
プ
ル
相
湯
―
 
-
-
--
-
-
-
-
1922年
頃
，
各
企
業
は
随
意
安
定
価
値
計
算
を
実
施
チ
ェ
コ
1
9
2
7
-
3
1
年
固
定
資
産
I
 再
買
時
価
企
業
の
選
択
で
即
時
す
る
か
s
I
 
1921
年
頃
か
ら
税
務
上
時
価
償
た
し
年
以
内
に
す
る
か
15
年
後
に
す
る
か
何
れ
か
却
を
容
認
償
却
資
産
（
但
し
，
営
業
権
と
対
ド
ル
相
場
に
基
づ
く
法
定
倍
フ
ラ
ン
ス
191!0年
戦
時
補
償
金
で
取
得
し
た
も
の
数
た
し
一
一
を
除
く
）
イ
タ
リ
ア
|
1936年
1
 
固
定
資
産
I
取
得
原
価
の
1.69318
倍
1
 
-
-
|
 
--
|
 
（
備
考
）
横
線
は
該
当
な
き
か
不
明
な
も
の
。
J
ヽ
ソ
ガ
リ
ア
で
も
実
施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
（
向
井
梅
次
「
秘
密
積
立
金
課
税
と
再
評
価
」
，
税
経
通
信
，
昭
和
2
5年
3
月
号
参
照
）
，
詳
細
不
明
。
附
表
II
第
2
次
大
戦
後
の
各
国
の
再
評
価
概
要
三
¥
¥
、
1
時
期
l
対
象
I
 
基
準
I
 
再
評
価
税
I
 
資
本
組
入
I
 
そ
の
他
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
1以94降4
年
．． 
株でた式，め無査実本債事金交上付不のほ可引配能上当げ制の限みの算再め定評ず
価の基額を準免とす税減る価こ債と却は認費
固
定
資
産
フ
ラ
ン
ス
19悶4459
年虚年
（但棚れ固卸たし定，債資資産外権産ー国•債4通務8貨年ーで
4表5,4示8
年さ）
 
卸
売
物
価
借組課入税入金，のでそと購のき他入6
％のの分分課税ににほは資5
本%
 
4一5
部,46強年制
は
任
意
，
4
8
年
に
は
194霜6
年
152
月月
有
形
固
定
資
産
本株交条式付金件資．でと但本準金備し後金の者の引比上は既げ率か存保持無の償登の
イ
タ
リ
ア
（
棚
卸
資
産
ー
51
年
だ
け
）
卸
売
物
価
2
0
％
課
税
弛
制
旧
中
国
1
1
9
4
7年
1
I
 卸
売
物
価
I
 
総ー額以組上入の，有但償増し資こがの五条件分
の
固
定
資
産
任
意
（
土
地
は
査
定
）
ベ
ル
ギ
ー
1
9
4
7
~
4
8
年戦び前設（借購備入入金ので産購業入用の建分物
9お
よ
卸
売
物
価
一
定
条
件
の
充
足
で
免
除
無な債準交備付金しとなしけてれ積ば立，て特る
殊
任
意
除
外
）
（
但
し
固
定
倍
数
で
2.5)
西
ド
イ
ツ
1
9
4
9
-
5
0
年
1閾ド定イ率ツ•・マルクにヽよてるは再一買）
 
弾
力
的
に
新
資
本
金
を
決
定
資
産
，
負
債
な
し
強
制
債
務
に
つ
し
日
本
15 93555~071 5年4
 年
固
定
資
産
卸
売
物
価
I和6
％）
課
税
（
但
し
逐
次
軽
減
緩
1I式組交入査付限本）
金度をの逐引次上増げ大か無（株償
I!5に中4
年益小企に制一．業定他の規はみ
模任意以上．
5の7会年社は
消
費
者
物
価
．
土
地
価
格
（
備
考
）
横
線
ほ
該
当
な
き
か
，
不
明
の
も
の
。
cog 
釜
瑯
や
囲
且
槃
全
肉
眸
澁
垣
悔
睾
（
胆
共
）
~
1 
